
｜文末焦点の て原 則 」 に つ い ＊

時 崎 久 夫

０．はじめに

本稿では,文の焦点は一般に文末にくるという，文末焦点の原則について,prosody
とsyntax両方の面から考察する。まず第１節では，この原則のもとになっている
と思われる従来の研究を概観する。次に第２節では，そのような考え方では説明でき
ないと思われる例を示し，問題提起を行う。第３節では，２で提示した問題について
再考し，第４節ではそれをもとに，英語の文の可能な情報構造の型を示す。結論とし
ては，文末焦点の原則はすべての文にあてはまるものではないということを述べる。

１．文末焦点の原則

まず文末焦点の原則を明示したものとして，次の(1)を出発点としよう。

(1)E"d-FoczIs:
Englishsentencesnormally
lastopen-classiteminthe

havee"d-ﾌりc"s,whichmeansthatthe
sentenceisoftenthemostprominent｡

(Aarts&Aarts,1982,p.96)

すなわち，英語の文では通常，文の最後の大随鴫要素が最も卓立しており，文の焦点
となるというものである。具体例として次の文を見ることにしよう。

RobertisdrivingtoLONDON
RobertisdrivingTOLondon(notthroughLondon)
RobertisDRIVINGtoLondon(notflyingtoLondon)
ROBERTisdrivingtoLondon(notJack)

(Aarts&Aarts,1982,p.９６)

( 2 ) a .
ｂ，
Ｃ，

．．

(a)では文末のLondonに文強勢があり，文の焦点となっている。これに対して(b)
から(d)では，文強勢が文末以外の要素に置かれており，括弧に示したような対照
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’



Ｉ
』陣心編哩写字●■ｆ軸脚凸到ｒ３Ｔ日ロ司り骨曽珂『ず口冴ｆ蹄４言？、ｐｒ寺ｚ刃

を表すと言われている。すなわち(2)では(a)が無標であり,(b)から(d)が有標て
あるとする考え方である。
この0end-focuJという用語はQuicketal.(1972,p.938)のもので，「文末

焦点」というのは村田(1982,p.191)の訳語であるが，こうした考え方はHalliday
(1967)TChomsky(1970)など多くに共通して見られる｡(1)とくにChomsky
(1970p.70fn.21)ではこの文末焦点とChomskyandHalle(1968p.90)の
核強勢規則(NuclearStressRule,以下NSRと略）とを関連づけている。この
NSRは,1つの句の右端に第１強勢を与えて，他の強勢をすべて自動的に一段階格
下げする規則であるが，ここではLibermanandPrince(1977)による韻律理論
の表記法を用いることにする。

こうした文末焦点，文末強勢の原則に関連すると思われるのは,Kuno(1979)な
どで言う「旧から新の原理」である。これは談話の流れをスムーズにするために，文
の中では旧情報を前に置き，新情報を後に置くというものである。具体例を見ていく
ことにしよう。

(6)a .Johngaveabooktotheboy .
ｂ・Johngavetheboyabook.

(7 )a . Johngavethebooktoaboy .
ｂ､??Johngaveaboythebook. (Kuno,1979,pp.280-81)

英語には(6a)を(6b)に変える与格移動変形があると言われる。これは「旧から新
の原理」に従って，旧情報theboyを新情報abookの前に出したものであり,(7)
ではこの原理を破って新情報aboyを旧情報thebookの前に出したために不自然
な文になっている，というのがKunoの主張である。この「旧から新の原理」は与
格移動変形だけでなく，受動化，話題化など多くの変形規則について言えるもので，
ここで問題とする文末焦点の原則と関連していると思われる｡(3)
以上この節では，文末焦点，文末強勢，および旧から新の原理について概観した。

まとめれば，文の焦点と文強勢は文末の要素にあり，変形規則はこの文末焦点の形を
つくるために作用するという考え方であると言えよう。

(3)M〆γic"/Vｾγsio"q/NSRα九dCSR:
Inaconfigurat ion[CABC]:
a . " SR : I fC i s aph r a sa l c a t ego r y,B i s s t r ong .
b .CSR : I fC i sa l e x i ca l ca tegory,B i s s t rong iffitb ranches .

(Liberman&Prince,1977,p.257)
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このNSR(3a)を(4a)の例文に適用すると(4b)の韻律構造が得られるo(2)

( 4 ) a . b .
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2．文末焦点に対する問題点

2.1．この節ではこうした考え方では説明できないと思われる３種類の例をあげ，検
討する。まず最初に次の例を考えることにしよう。

(8 )a . JohnsawthePLAYyes te rday .
b . Johnsawthep l ayYESTERDAY

( 9 ) a . T h e SUN i s s h i n i n g .
ｂ・ThesunisSHINING.

⑩Thecasewas judged .
ａ・ThenaLAWYERappeared.
ｂ･*ThenalawyerAPPEARED

(Halliday,1967,p､206)
(4b)ではNSRによって文末のMaryに第１強勢がきており，文末焦点の原則と
一致する。Chomskyは，このようにNSRで予測される，文末に主強勢がくる形を
4normalintonation'と呼んで無標の場合と考えている。そしてこのNSRの適用

をもっと簡略化したと思われるのがGundel(1974)の強勢配置規則(5)である。

(Gundel,1974,p.115)

(Gueron,1980,p.659)
(5)SｊγessP/ace"c"オーassignprimarystresstotherightmostnon-

v a r i a b l e e l e m e n t i n S . ( G u n d e l , 1 9 7 4 , p . 5 4 ) 上の３つの例では(a)が文末以外に文強勢がある場合で,(b)が文末強勢の場合で
ある。しかしこうした文では(a)の方が(b)よりもGnormal'であると言われて

ゆ

いる。言いかえれば，対照を表すのは(a)ではなく(b)だということである。例え
lf(8b)では劇を見たのはおとといではなくきのうだったのだとか,(9b)では太陽

すなわち文末に主強勢を置けというものであり，ここではこうした考え方を文末強勢
と呼んでおくことにする。
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これらの例では(b)がもとの構造であり，これに変形規則を適用して派生したのが
(a)の形である。⑮⑯ではNPが，伽ではPPが前世されて強調されている。また
⑬は分裂文，⑲は擬似分裂文の左右を入れかえた形で，どちらも文の焦点はｍｏｒｅ
timeである。
これらの文では焦点の句を左へ移動しており､文末焦点の原則に連反していると思

われる。もしこの原則が正しいのなら，それぞれ篭底の(b)の形においてすでに文

末に焦点の句があるのにそれをわざわざ移動するということは考えられないはずであ
る。またこの問題は「旧から新の原理」にもあてはまると思われる。Kuno(1979,
p.282)は，わざわざ変形をかけてこの原理を破るものを!activeviolation'と呼
び,談話文法によって排除されるとしている。１で見た(7)がその例であるが,鯛から
⑲の例はまさにこの{activeviolation'にあたるものである。ではなぜこのような
変形あるいは構文が存在するのであろうか。これが第３の問題点である｡(6)
以上この節では文末焦点の原則に対して,､normalintonation',多重焦点，原則

違反の変形という３つの問題点を指摘した。

はかくれているのではなく照っているのだとかいった対照が感じられると言われる。
また⑩の文脈では文末強勢の(10b)は非文とな,〕ていることも注目される。以上の
ような例は文末焦点，文末強勢を無標の場合とする考え方に反すると思われる。

2.2．第２は，文末焦点，文末強勢という考え方では文末以外にも焦点，文強勢があ
る場合を説明できないという問題である。文末焦点の原則によれば，１つの文には１
つの焦点ということになるが，以下のような多重焦点(multiplefoci)の文例が実
際には数多く存在するo(4)

A L E X A N D E R k i s s e d M A R Y . ( K u n o , 1 9 7 2 , p . 2 9 8 )
InTRENTON,/acourtroomSPECTATOR/killedaMercerCounty
J U D G E / w i t h a H A M M E R . ( B i n g , 1 9 8 1 , p . 1 5 )

⑪
⑫

この問題に対する説明として，文末以外は対照強勢(contrastivestress)であると
することが考えられるがこれにも問題がある。対照強勢の１例である(2d)は⑬の前
提を必要とするが，これに対し上の(13は⑭のような前提を必要としないからである。

3．仮説による説明
⑬SomeoneisdrivingtoLondon.
⑭Somewhere,someonekilledsomeonewithsomething. この節では前節で提示した３つの問題に対して，最近のイントネーション研究およ

び機能主義的研究をもとに解決法をさぐることにする‘’
対照強勢というのは，何らかの前提があって，それに何かを対照させるという場合で
あるから，⑪⑫のような例は対照強勢だとは言えないと思われる。とすればこのよう
な例はどう考えたらよいのか，これが第２の問題点である。

3.1．まず第１の:normalintonation'の問題についてはすでに音韻論の分野で
Schmerling(1976),Ladd(1980),Bing(1979)などの研究がある。そこでこれ
についてはBingの説明をとりあげるのにとどめたい。
Bingは韻律理論をもとに，⑩のNPProminencePrincipleを提示している。

2.3．第３の問題点は，文末焦点の原則に反するような変形規則が存在するというこ
とである。そのおもな例として次を見ようo(5)

⑩Noz"zP"γαsePj 'o " " " zce :Anode inmetr ica ls t ructurewhich
●

c o r r e s pond s t o a node i n s y n t a c t i c s t r u c t u r ewh i c h i s a n oun

phrasecannotbedominatedbyanynode labe l ledWeα〃except
when tha t nodehasbeendes t r e s sedbecauseo f r e f e r ence to

(Bing,1979,p.179)previousdiscourse.

JOHNhecalled.
HecalledJohn. (Gundel,1974,p.134)
F r i edEELS I l i k e toea t .
I l i ke toeat f r iedee ls . (Downing,1970,p.48)
OvertheHILLPeterRabbitran.
Pe te rRabb i t ranover theh i l l . (Rochemont ,1978 ,p､24)
I t ' smoreT iME/ tha tweNF )ED .
Weneedmoretime.
Mo r e T iME / i sw h a tw eNEED .
Weneedmoretime． (Leech&Svartvik,1975,p.180)
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これはすなわち，名詞句は先行談話によって強勢を失わない限り<weak'にはなら

ないというものである。これを(10a)にあてはめてみれば⑳のようになる。
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⑳
のような例は説明できると思われる｡(8)

３．２．次に２番目の問題点を検討することにしよう。多重焦点の文はどう考えるかと
いう問題であるが，これに対しては上の“の仮説と音哉句(phonologicalphrase)
を考えることで解決すると思われる。音韻句というのはChomSkyandHalle(1968)
の用語であるが，これはHall iday(1967)の!tone-group',Selkirk(1978)の
$intonationalphrase'などに相当するものである。第２節であげた⑫の例では１

つの文が４つの音韻句に分かれていた。文末焦点，文末強勢という言い方はこの例に
あてはまらないわけであるから，文よりも音韻句を基本的な単位として考える必要が
あると思われる。実際Hallidayは@tone-group'を4informationunit'と結び
つけており，１つの文が１つの4unit'から成る場合を無標とし,2つ以上の#unit'
から成る場合もあると述べている。

Ｒ

Ｗ
T h e n a L AW Y E R a p p e a r c d

⑳のalawyerは新情報であり，先行談話に現れていないので4weak'ではなく
｣strong'を与えられ，結果として文強勢をもつのである。これに対して⑫のような

場合では，その韻律構造は⑬のようになる。

｡A l awy e r a ppe a r e d . T h e c a s ewa s i u dged . T h en t h e l aw y e r
APPEALED.

⑬
Ｒ

Johnsawtheplayyesterday.
John/sawtheplayyesterday.
John/sawtheplay/yesterday.

燭 ａ ．
ｂ、

．Ｃ、 (Halliday,1967,P､201)

この例では(a)が無標とされているが，どのようにして@unit'の数やその切れ目
の位置が決まるかについては明確に述べられてはいないようである。詳しい議論をす
る余裕はないが，音韻句の数はその文に含まれている新情報の数と関係していると考
えられる。例えば⑫の例では，どこで，誰が，誰を，何で，という４つの新情報名詞
句があり，それに対応して４つの音韻句に分かれているからである。また燭のような
短い文で,theplayだけが重要であるなら,Hal l idayの言うように(a)の１つの
音韻句が適切であろう。しかし，もし次の飼働のように主語名詞句あるいは副詞句が
長くなり，それぞれ１つの新情報を表す場合ならば，それに応じて２つあるいは３つ
の音韻句に分かれるのが自然であると思われる。

､ Ｓ
T h c n t h e l a w y e r A P P E A L E D

この場合thelawyerは旧情報であるためにKdestresJされ,:weak'になるの
である。さらにこの$destressing'によって，ちょうどシーソーのような仕組みで
動詞のappealedに#strong'が付与され文強勢をになうというのがBingの主
張であるo(7)
このように考えてくると，新情報を表す名詞句は文強勢をもつということが一般に

言えると思われる。さらに(9)⑩のように文全体が新情報を表す文でも文強勢は新情報
の名詞句にくると言えるであろう。そこでここではBingの原則鋤を次のように簡
略化して，仮説として提示しておきたい。

㈱JohnMcKENROE/sawthePLAYyesterday.
@7)JohnMcKENROE/sawthePLAY/yesterdayEVENING.

-１１１１１１１１１１岬”劇１１Ｉ１ＩＩＩ１Ｉ１ＩＩＩ１Ｉ１Ｉ１泪泗■型

そこでここでは２番目の仮説として燭を提示することにする。

“Ⅳｾz"NPP7'o"zi"e"cec

Anounph r a s ewh i c h r ep r e s en t s n ew i n f o rma t i o n r e c e i v e sp r ima r y

ｓｔｒｅｓｓ．

⑱Ｐ〃o卯0"ｇｊｃａノＰ〃γａs"g
Asentenceisdividedintosomephonologicalphrasessothateach
phraseinvolvesanewinformation.

すなわち，新情報を表す名詞句は第１強勢をもつというものである。これにより(9)⑩

-２６-
すなわち１つの文はいくつかの音韻句に分かれており，各女が１つの新情報を含んで

- ２ ７ -



" I n T R ENTON , / a c o u r t r o omSPECTATOR / k i l l e d aMe r c e r
Coun t y JUDGE /w i t h aHAMMER . ( A l l - N ew )

⑰aRobe r t i s d r i v i ng t oLONDON .
b.b・RobertisdrivingTOLondon.
c.Robert isDRIVINGtoLondon.
d.RobertlSdrivingtoLondon.
e.ROBERTisdriv ingtoLondon．(Contrast)

" Ton i g h t l w an t t o r e l a x a t home . (Topic-Comment)
69Theyspoketothestudentaboutfinancialproblems,the

adminiStratOrS. (Comment-TopiC)
㈹Wha tweNEED i smo reT IME . ( P r e suppos i t i o n - Focus )
" J O H N h e c a l l e d . ( F o c u s - P r e s u p p o s i t i o n )

いるというものである。これにより２番目の多重焦点の問題は説明できると思われ
る。(9)

3.3.3番目の問題点は，文末焦点の原則を破る変形あるいは購文が存在することで
あった。２．３の⑮から⑲の例ではいずれも文頭（あるいはそれに近い位置）に焦点が
きていることに注意すべきであろう。これらの例から，英語では文末だけでなく文頭
の位置にも焦点がくると言えよう。End-Focusに対して,Front-Focusとか文頭
焦点のような用語はないように思われるが，文頭の位瞳も焦点を示すということは
Jespersen(1933,p.99)やMathesius(1961,p.159)も述べている。Jespersen
によれば文頭と文末が焦点の位置であり,Mathesiusは文頭であるとしている。そ
こで文頭焦点(Front-Focus)というものを文末焦点と同時に認めることが可能で
あると思われる。
またこの文頭焦点を認めれば，２．３の⑮から⑰の文は次のような焦点前置規則を仮

定することによって派生することができようo(10) ここではtopic-commentとpresupposition-focusとを分けているが，これは分
裂文や擬似分裂文のような4AisB'の形をとるものを#focus'として，その他を
comrnent'と考えているためである。なお@1)の文は意味が分裂文に近いと考えられ
るためにgfocus'としている。また⑬のcomment-topicの型は数が少ないかと思
われるが，田の右方転位(RightDislocation)がそれにあたると考えられる。

⑲Foc"sPj'g加s加ｇ

(SXMFY)→21('3
(Focus)

１ ２ ３

吾 △
向1ｍ5 ． 結以上この第３節では，第２節での問題点を再考し，新情報名詞句は文強勢をもつこ

と，１つの文はその数に応じてし､くつかの音韻句に分かれていること，さらに文頭も
焦点を表す位置であることを述べた。また仮説という形で“㈱⑲を提示した。

こうして見てくると，文末焦点の原則があてはまるのは61)のContrastの一部
((37a)のような場合),および鰯のTopic-Comment,"のPresupposition-Focus
の場合だと言えよう。⑳から田の各パターンに属する文の数の比率は，会話文とか論
説文といったスタイルの違いによって変わってくると考えられるため，文末焦点の原
則をはずれる文が多いとか少ないとか速断することはできない。しかし一般に言われ
ているようないの対照焦点の場合以外にも文末に焦点があるとは言えない文タイプが
存在することは以上の考察から明らかであると思われる。
なおここで提示した“田固はいずれも仮説であり，-|-分再検討する必要があると思

われる。「新情報｣，「話題｣，「焦点」といった用語の定義がまず問題であろうし，音
韻句の決定も微妙なものであり，なかなか明碓な答えを出すのは困難であろう。さら
にはEnd-FocusとFront-Focus,及びここでは取り上げなかったEnd-Weight
といったものの相互関係も興味深いが，これらについてはまた別の機会にゆずること
にする。

（北海道大学大学院修士課程）

4．英語の情報構造

以上のような考え方が正し↓､とすれば，英語には少なくとも次のような６つの情報
構造があると思われる｡(''）

/ N EW /N EW / . . . / N EW /
／…o ld…NEW. . . o l d…／
/TOPIc/cOMMENT/
/cOMMENT/TOPIc/
/PRESUPPOSiTION/FOCUS/
/FOCUS/PRESUPPOSiTION/

⑳
帥
鰯
⑬
“
⑮

(All-New)
(Contrast)

１

１

(Topic-Comment)

(Presupposition-Focus)

これらの代表的な例をそれぞれ１つずつあげておくことにしよう。('2）

- ２ ８ - - ２ ９ -
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しかし(９)では２つのNEWが両方とも強勢をもち，次のようになるはずで
ある。
i i ) N E W / N E W

⑫ここでは(37a)も対照の場合と考えていることに注意されたい。

［注］
＊本稿は，日本英文学会北海道支部第29回大会（1984年10月７日，北海道大学）で

の口頭発表，及び1985年１月に北海道大学に提出した修士論文"Prosodyand
FocusinEngl ish:OntheEnd-FocusPrinciple ' 'に基づいて執筆したも
のである。

(1)Hal l iday(1967,p .207)は"unmarkedandmarkedfocuUと呼んでい
る。

(2 ) ( 4b )において,Rはdroo t ' , SはGs t r ong ' ,Wはweak 'を表す。
(3)Creider(1979,p.11)は多くの変形を，左方移動と右方移動とに分け，左方移

動規則は話題化規則(Top ica l i z ingRu le )であり，すべての焦点化規則
(FocusingRule)は構成素を右に（文末に）移動させるという２つの一般化を
述べている。

(4)多重焦点(multiplefoci)というのはJackendoff(1972,p.260)の用語であ
る。また(1１の例はKunoが中立叙述(neutraldescription)と呼んでいるも
ので，Whathappenedthen？のような文につづく，前提をもたない文であ
る。⑫の斜線（／）は音韻句の切れ目(phonologicalboundary)を示す。

(5)大文字の語の上の印は音調を表す。，は上昇，、は下降，＝は下降・上昇であ
る。

(6)このような焦点前置の例に加えて，右方転位(RightDislocation)による話題
(topic)の後置も文末焦点の反例となるかもしれない。これについては第４節で
ふれる。

(7)この仕組みはLadd(1980)のDeaccentingとDefaultAccentであり,Bing
（1979）はLaddの博士論文(1978)をもとにしている。

(8)(8a)の例ではtheplayを新情報と考えれば“の説明できるかと思われる。し
かし，この例文にはいくつかの問題が関係しているように思われるので，ここで
の議論はさけることにする。

(9)英語の音韻句の決定についてはDowning(1970)が詳しい。しかし彼が扱って
いるのは主にObligatoryPhrasingであり，ここで関係するようなVariable
Phrasingについてはあまりふれられていない。後者についてはSelkirk(1978)
が興味深い。

⑩⑲の規則の定式化にあたっては,Rochemont(1978,p.38)の文体規則を参考
にした。こホらは焦点のNP,PPを後置するものである。

⑪英語の情報構造についてはKuno(1972), Inoue(1982)を参照されたい。
Inoue(pp､280-81)は３つの構造が可能だとしている。
i ) a . O L D N E W

b . N EWO L D
ｃ・氷OLDNEW
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